
人 と 自 然 が 輝 く 水 源 の 郷

みなさまの声を議会に
TEL：0554–52–2112　FAX：0554–52–2572　E-mail：gikai@vill.doshi.lg.jp

No.50

● 定例会　（令和 3 年度一般会計予算他）  
● 議案等の質疑  
● 一般質問  
● 議会活動報告  
● 議会だより 50 号発刊に寄せて  

● あの一般質問は今  
● 活躍する団体紹介（道志村商工会女性部）     
● がんばる人紹介
　（道志の森キャンプ場 池谷 収さん）  
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希望を胸に学び舎を後に
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3 月
定例会

おもな審議事項

令和 2 年度補正予算、令和 3 年度
予算その他議案を可決承認

●条例改正を議決
・道志村個人情報保護条例の一部を改正する条例・他 18 件

●指定管理者の指定を議決
・道志村福祉交流センターの指定管理の指定を決定・他 4 件（期間 3 年）

●同意
・道志村教育委員会教育長の任命についての同意・他 1 件

●令和 3 年度特別会計予算 7 件を議決

　3 月定例会は 3 月 9 日から 19 日まで開催、東部広域連合解散にともない共同設置（３件）、変更（１

件）、条例改正（19 件）。指定管理者の指定（５件）、令和 2 年度一般会計補正予算、特別会計補正予算（７

件）。令和３年度一般会計予算、特別会計予算（８件）、同意（２件）、工事請負変更（１件）、請願（１件）、

発議（１件）、計 49 案件を審議、原案通り可決承認しました。

　一般質問は 2 人が行い、3 日目には補正予算他（12 件）の可決、最終日にはその他の案件を審議、

可決しました。

●令和 2 年度一般会計補正予算 5,737 万円を減額し予算総額 26 億1,341万円で議決
・村 税　　　　　　　　　       　　　　　　
・国 庫 支 出 金
・県 支 出 金
・繰 入 金

（村民税・固定資産・軽自動車税・他）   101 万円
（国庫負担金・国庫補助金・他）   △ 293 万円
（県負担金・県補助金・他）   △ 131 万円
（基金繰入金・他）   △ 3,248 万円

おもな財源
（補正分）

・総 務 費
・民 生 費
・災 害 復 旧 費

（総務管理費・徴税費・他）   △ 4,998 万円
（社会福祉費・児童福祉費・他）   △ 1,337 万円
（農林水産業施設災害復旧費・他）  1,996 万円

おもな使いみち
（補正分）

●令和 3 年度一般会計予算、総額 26 億 8,600 万円で議決
・村 税　　　　　　　　　       　　　　　　
・地 方 交 付 税
・国 庫 支 出 金
・寄 附 金

（村民税・固定資産税・入湯税・他）   1 億 9,251 万 円  
  11 億 5,000 万円

（新型コロナワクチン接種体制確保事業費補助金・他）   7,239 万 円
（人と自然が輝く水源の郷づくり道志村応援寄附金・他）   2 億 2,145 万 円

おもな財源

・総 務 費
・民 生 費
・土 木 費

（総務管理費・財産管理費・他）   10 億 6,538 万 円
（社会福祉費・児童福祉費・他）   2 億 5,968 万 円
（土木管理費・住宅費・他） 2 億 1,880 万 円

おもな使いみち
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令和 3 年度   一般会計予算

26億8,600万円を可決

総　務　課　

●公 有 財 産 管 理 事 業 　　1,580 万円 ●庁 舎 維 持 管 理 事 業 700 万円
●広域常備消防事務委託事業 9,412 万円 ●防災行政無線管理事業   500 万円
●街路灯改修事業（LED 化）  1,800 万円 ●消 防 団 活 動 事 業 429 万円
●災 害 対 策 事 業  788 万円 ●公 用 車 管 理 事 業 540 万円

ふ る さ と
振　興　課　 

●横浜市道志情報館事業 1,360 万円 ●オリ、パラ競技大会推進事業 1,799 万円
●移 住・ 定 住 促 進 事 業  572 万円 ●創 業 支 援 事 業  300 万円
●公 共 交 通 対 策 費  1,950 万円 ●サテライトオフィス誘致事業 392 万円

住民健康課　 
●社会福祉協議会運営事業 　　1,170 万円 ●重度心身障害者医療費助成事業  650 万円
●障 害 者 介 護 給 付 事 業 2,053 万円 ●コロナワクチン接種事業   2,446 万円 
●すこやか子育て医療費助成事業  456 万円 ●結 婚 相 談 事 業   69 万円

産業振興課
●環 境 保 全 事 業 　　4,953 万円 ●観光施設等維持管理事業 1,281 万円
●農村地域防災減災事業  1,264 万円 ●農 業 用 施 設 改 良 事 業  550 万円
●橋梁長寿命化修繕事業 2,059 万円 ●林 道 整 備 事 業 1,320 万円

教育委員会
●村 単 教 員 配 置 事 業 　　1,316 万円 ●英 語 教 育 推 進 事 業   833 万円
●学校スクールバス委託事業 3,339 万円 ●学 校 給 食 事 業  2,830 万円
●高等学校就学助成事業 444 万円 ●入 学 祝 金 支 給 事 業    89 万円

令和 3 年度  一般会計予算のおもな事業は

令和 3 年度  特別会計予算は
会 　計　 名 令和 3 年度予算 令和 2 年度予算 前年度比

国 民 健 康 保 険 2 億 9,326 万円 3 億 599 万円 △ 4.2％

国 民 健 康 保 険 診 療 所 1 億 3,187 万円 1 億 934 万円 20.6％

簡 易 水 道 事 業 1 億 259 万円 9,086 万円 12.9％

介 護 保 険 2 億 650 万円 2 億 516 万円 △ 0.7％

介護保険サービス事業 50 万円  44 万円 13.6％

浄 化 槽 事 業 1 億 2,046 万円 1 億 1,894 万円 1.3％

後 期 高 齢 者 医 療 4,640 万円 5,200 万円 △ 10.7％

合　　　計 9 億 160 万円 8 億 8,273 万円 21.0％

役場新庁舎整備事業費
6 億 1,285 万円など
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令和 3 年度   一般会計予算

26 億 8,600 万円の内訳 前年度比
プラス

27.5％

歳出

総務費

民生費

衛生費商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

農林
水産業費

歳入

その他

寄付金

繰入金

村税

村債

地方交付税

国庫、県支出金

4,007 万円（1.5％）

皆さんに納めていただくお金
1 億 9,251 万円（7.2％）

10 億 6,538 万円（39.7％）

2 億 5,968 万円
（9.7％）

1 億 5,304 万円
（5.7％）

1 億 1,891 万円（4.4％）5,249 万円（2.0％）

2 億 1,880 万円（8.1%）

1 億 1,965 万円
（4.4%）

1 億 7,906 万円
（6.7％）

3 億 8,609 万円
（14.4％）

その他の内訳　　　　　
・繰越金　　　　　　    6,800 万円
・使用料及び手数料　    4,181 万円
・諸収入　　　　　　    1,002 万円
・分担金及び負担金　　 433 万円
・その他の交付金、他     6,400 万円

（7.0％）

横浜市から交付されるお金
と道志村応援寄付金など
2 億 2,145 万円  （8.2％）

財政調整基金繰入金など
2 億 5,433 万円（9.5％）

国・県から交付され使える
補助金
1 億 2,283 万円（4.6％）

9,283 万円（3.4%）

村で使えるお金
11 億 506 万円（41.1％）

議会費諸支出金、予備費

※　数値は万円単位に調整してあります。

村の借金（庁舎建設など）
6 億 163 万円（22.4％）
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新型コロナワクチン接種後の独居者の経過観察はＱ

Ａ 接種する場所は道志村診療
所で接種後の待機は仮設施
設で行います。接種時期は
5 月中旬以降で毎週火、水
曜日を予定しています。後
日の問い合わせは専用ダイ
ヤルを設けてありますが、
独居者の翌日以降の経過観
察については検討いたしま
す。

●にっこりコールを利用しての経過観察は

議案等の質疑ＡQ＆

道志の湯以外の村内温泉施設は無料入浴券交付対象
にならないか

Ｑ

Ａ
●椿地区にある紅椿の湯は

道 志 の 湯 で の 現 状 把 握 を
しっかり行い、その結果を
見ながら検討していきたい。

ワクチン保管冷凍庫と診療所医師

コロナ禍頑張っている紅椿の湯
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議案等の質疑

首長交際費を公開する予定はあるかＱ

Ａ 他市町村において交際費の
支 出 内 容 に つ い て ホ ー ム
ページ等で公表しているが、
本村においては公表してい
ないため道志村情報公開条
例に基づき検討してまいり
ます。

●都留市・大月市・上野原市・富士河口湖町等では公開されているが？

道志村福祉センター（道志茶屋）の土曜日休業についてＱ

Ａ 最近道志村福祉センターの利
用者が減少しています。看護
師不足により 4 月から土曜日
を休業しますが、問題が解消
することで土曜日の営業再開
を検討します。

●土曜日の利用者への対策は

道志村福祉センター

ＡQ＆

当初予算で道の駅施設使用料（歳入）を減額した理由はＱ

Ａ 今年も新型コロナ感染症の影響で
減収が見込まれるため、㈱どうしと
協議のうえで変更しました。

●令和 3 年度の使用料を 1,800 万円から 1,200 万円に減額

改装された道の駅店内

市町村名 令和元年度 備考

都留市 ¥400,400

大月市 ¥294,740

上野原市 ¥491,070

富士河口湖町 ¥781,894 2 月までの 11 ケ月

近隣市町村首長交際費一覧（各市町村の HP より）
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TOP ICS

やまゆりセンターで議会を開催しています

議案等の質疑

診療所常勤可能な医師確保状況についてＱ

Ａ 県の関係者と常勤可
能な医師確保につい
て 協 議 し て い ま す
が、コロナ禍により
医師不足のため確実
な方向は決まってい
ま せ ん。 令 和 3 年
度は医師２名体制で
診療を行いますが、
引き続き医師確保の
早期実現をめざして
います。

●今年度は医師３名での交代制でしたが来年度以降は

医療対応拠点「道志村診療所」

　現在役場庁舎改築中のため、今

年度の議会はやまゆりセンター２

階ふれあいホールにて開催してい

ます。

　会議室使用にあたっては、みな

さんと日程調整等させていただく

こともあるかと思いますが、ご協

力のほどお願いいたします。

　今年も定例会等ありますので、

ぜひ傍聴にいらしてください。やまゆりセンターの臨時の議場

ＡQ＆
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都留・道志防災トンネルの進捗は
県・都留市・道志村で協議

Ｑ
Ａ 杉本孝正 議員

杉
本

　

村
長
の
当
初
よ
り
の
公

約
で
あ
り
、
当
選
以
来

8
年
に
わ
た
り
、
県
へ
の

働
き
か
け
が
実
を
結
ん
で

き
て
い
る
都
留
・
道
志
防

災
ト
ン
ネ
ル
の
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
予
定
は

村
長

　

県
道
都
留
・
道
志
線
の
新

し
い
ト
ン
ネ
ル
の
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
県
で
進
め
て
い

ま
す
。
現
状
は
国
道
20
号
の

代
替
ル
ー
ト
と
し
て
の
機
能

を
確
保
し
な
が
ら
、
雨
量
規

制
区
間
の
抜
本
的
な
解
消
や

走
行
安
全
性
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
ト
ン
ネ
ル
規
模

や
坑
口
の
位
置
、
道
路
勾
配

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

ル
ー
ト
の
検
討
を
し
て
い
る
。

　

今
後
の
予
定
は
、
来
年
度

中
に
県
・
都
留
市
・
道
志
村

で
協
議
し
、
概
略
ル
ー
ト
を

示
し
た
う
え
で
必
要
な
調
査

を
実
施
す
る
。

Ｑ
国
道
４
１
３
号
線
の

改
良
工
事
は
？

①
善
之
木
地
区
で
の
工

事
の
予
定
は

産
業
振
興
課
長

　

事
業
主
体
は
県
な
の
で
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
同
意
を
頂

い
て
い
な
い
用
地
は
引
き
続

き
交
渉
し
ま
す
。
同
意
し
て

い
る
用
地
は
準
備
が
出
来
次

第
工
事
を
発
注
す
る
。

産
業
振
興
課
長

　

谷
相
地
区
の
改
良
に
つ
て

は
現
在
用
地
交
渉
中
で
す
。

保
育
所
の
入
り
口
は
改
良
工

事
の
範
囲
で
は
な
い
の
で
工

事
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
岩
瀬
出
入
口
の
現
状

と
今
後
の
予
定
は

産
業
振
興
課
長

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
詳

細
設
計
、
３
年
度
に
用
地
測

量
及
び
用
地
交
渉
を
実
施

し
、
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。

④
野
原
・
月
夜
野
間
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗
は

産
業
振
興
課
長

　

ト
ン
ネ
ル
本
体
の
工
事
は

計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

り
、
大
規
模
な
工
事
の
た
め

様
々
な
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
進
め
る
の
で
、
完
成
ま
で

に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

 

（
再
質
問
あ
り
）

②
谷
相
地
区
で
の
工
事

予
定
と
、
保
育
園
入
口

の
改
修
計
画
の
予
定
は 下善之木地区工事予定地

一 般 質 問

谷相地区工事予定地

危険な岩瀬出入口
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議会はペーパーレス化執行部の対応は
メリット・デメリットを考慮する中
で前向きに考えて参ります

Ｑ
Ａ佐藤徹  議員

一 般 質 問

佐
藤

　

議
会
で
は
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
向
け
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
現
在

操
作
方
法
の
勉
強
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
︒

執
行
部
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
す
る
考
え
は

総
務
課
長

　

役
場
で
は
、
職
員
が
使
用

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
に
、
共
有

フ
ォ
ル
ダ
ー
を
設
置
し
、
各

課
の
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
職
員
の

フ
ォ
ル
ダ
ー
に
よ
り
、写
真
、

共
通
す
る
書
類
様
式
の
管

理
、
ま
た
、
職
員
間
で
の
連

絡
等
に
つ
い
て
も
、
メ
ー
ル

に
資
料
等
を
添
付
し
て
の
送

信
、
県
及
び
関
係
機
関
と
の

書
類
に
つ
い
て
も
、
メ
ー
ル

を
使
い
、
提
出
書
類
等
を
添

付
す
る
こ
と
で
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
で
の
資

料
を
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
す
る
た

め
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
に
つ
い

て
は
、
そ
の
他

の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を

考
慮
し
前
向

き
に
考
え
て
い

ま
す
。

に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
引
き

続
き
、
広
報
誌
等
で
返
礼
品

の
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

（
再
質
問
あ
り
）

Ｑ
令
和
２
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
の
予
想
金

額
と
納
税
額
を
増
や
す

た
め
返
礼
品
の
新
規
開

発
状
況
は

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　

令
和
2
年
度
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
前
年
度
決
算
額
の
約

3
倍
に
あ
た
る
5
千
万
円
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。ま
た
、

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
ま
で
の
5
品
目
か

ら
、
現
在
は
98
品
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に

は
、
特
産
品
で
あ
り
ま
す
ク

レ
ソ
ン
や
道
志
ポ
ー
ク
を
追

加
し
、
令
和
2
年
度
で
は
、

道
の
駅
ど
う
し
の
商
品
を
充

実
さ
せ
た
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
観
光
協
会
の
会
員
施

設
で
利
用
で
き
る
「
道
志
村

ト
ラ
ベ
ル
フ
ァ
ン
チ
ケ
ッ

ト
」、
都
留
市
と
の
協
議
に

よ
り
共
通
返
礼
品
と
な
っ
た

「
羽
毛
布
団
」
も
取
り
揃
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更

追加された返礼品

タブレット研修会
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議 会 活 動 報 告
● ペーパーレス推進委員会 令和 3 年 2 月 24 日

　議会では改革の一貫としてペー
パーレス化に取り組んでいます。
発注しておいたタブレットが納入
され勉強会を始めました。若い人
達とは違い少し時間がかかりそう
ですが、しっかり勉強し先に導入
した県内の議会に負けないよう取
り組みます。

● 建設厚生常任委員会 令和 3 年 2 月 19 日、3 月 4 日

　議会事務局室において委員会を
２回招集し今期の提言書作成の準
備を行いました。今年度の災害復
旧工事現場、道志村福祉交流セン
ター「ゆいのわ」、道志村福祉セン
ター「道志茶屋」の視察と意見交
換を行い今後の議会活動に生かし
てまいります。

● 総務文教常任委員会 令和 3 年 2 月 10 日、2 月 24 日

　2 月 10 日午後 1 時 30 分より議
会事務局室に於いて議会災害対応
と議会報告会について協議しまし
た。2 月 24 日 午 後 3 時 よ り、 や
まゆりセンター 2 階に於いて議員
研修会を実施し、役場担当者より、
道志村基金概要について説明を受
け、大変参考になりました。
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初
め
に
50
号
の
「
議
会
だ

よ
り
」
発
刊
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て

日
頃
か
ら
編
集
作
業
と
議
会

活
動
な
ど
の
ご
尽
力
に
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

　

思
い
起
す
と
創
刊
号
の
発

刊
に
際
し
ま
し
て
、
当
時
の

議
員
の
方
々
の
思
い
と
議
会

事
務
局
の
ご
協
力
が
無
け
れ

ば
発
刊
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
創
刊
号
は
何
も
分
か
ら

ず
た
だ
た
だ
、
議
会
の
考
え

や
思
い
な
ど
を
村
民
の
皆
様

に
お
伝
え
し
た
い
と
い
う
だ

け
で
作
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

制
作
す
る
予
算
も
無
く
役

所
の
コ
ピ
ー
機
を
休
日
に
借

り
て
印
刷
し
皆
で
印
刷
し
た

紙
面
を
折
り
、
当
時
の
議
員

全
員
で
手
配
り
し
ま
し
た
。

「
議
会
だ
よ
り
」
は
村
民
の
皆

様
に
読
ん
で
頂
い
て
初
め
て

そ
の
意
味
が
生
ま
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
読
み
や
す
く

読
ん
で
み
た
い
そ
ん
な
議
会

紙
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

是
非
是
非
ご
尽
力
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
議
会
議
員
皆
様
方

の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

杉本 秀明さん

初代広報委員長

　

初
め
に
「
議
会
だ
よ
り
」
50
号
発

刊
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
議
員
に
当
選
し
、
新
人
議
員

４
人
が
広
報
委
員
を
任
さ
れ
４
年
間

携
わ
り
ま
し
た
、
当
初
何
も
わ
か
ら

ず
議
会
事
務
局
、
議
長
の
協
力
を
得

な
が
ら
、「
定
例
会
後
の
翌
月
発
刊
」、

「
議
会
を
知
っ
て
も
ら
い
」「
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
」
と
い
う
先
輩
議
員

か
ら
の
一
貫
し
た
編
集
方
針
を
守

り
、
研
修
会
、
視
察
研
修
等
に
積
極

的
に
参
加
し
、
読
み
や
す
く
、
読
ん

で
も
ら
え
る
、
議
会
だ
よ
り
を
心
が

け
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
40
号

発
刊
後
、
山
梨
県
町
村
議
会
広
報
研

究
協
議
会
、
山
梨
県
広
報
協
議
会
よ

り
、
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
、
議
会
広

報
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
ご
苦

労
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

道
志
村
議
会
の
益
々
の
発
展
と
、
議

会
議
員
各
位
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

願
い
よ
せ
る
言
葉
と
し
ま
す
。

菅谷 政文さん

前広報委員長

　

議
会
定
例
会
が
終
わ
る
と
「
議
会
だ

よ
り
」
の
編
集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

何
を
ど
う
ま
と
め
て
行
く
か
、
い

つ
頃
校
正
で
き
る
か
な
ど
話
し
合
い

な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
解
り
や
す
く
読
み
や

す
い
も
の
に
な
る
か
を
話
し
合
っ
て

字
の
大
き
さ
や
、
一
行
の
文
字
数
を
い

く
つ
に
す
る
か
な
ど
を
試
し
ま
し
た
。

　

一
番
気
を
使
っ
た
の
は
表
紙
で
し

た
。
パ
ッ
と
見
て
、
読
み
た
く
な

る
よ
う
な
表
紙
に
で
き
た
ら
…
…

と
思
っ
て
作
っ
て
い
た
の
で
す
が

…
…
？　

で
も
み
ん
な
で
楽
し
か
っ

た
で
す
。

山口　力さん

元広報委員長

50号議会だより
発刊に寄せて
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質
問

答
弁

議会の考え

名
所
と
な
る
景
観
は
︒

道
志
川
の
山
や
川
の
渓

谷
美
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

よ
う
に
も
み
じ
の
丘
と
か

山
桜
と
か
場
所
を
造
っ
て

美
し
い
景
観
を
形
成
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
︒

名
所
と
な
る
景
観
づ
く
り

で
す
が
︑
民
間
企
業
か

ら
も
桜
等
の
植
樹
︑
育

成
管
理
に
関
す
る
申
し

入
れ
も
あ
り
︑
現
在
候

補
地
を
調
査
︑
検
討
中

で
あ
り
ま
す
︒

その結果今は

商工会女性部が平成 10 年より行っている、国道 413 号学校入口
花壇に 3,000 鉢の花を植え、美しい景観を造っています。平成
17 年県環境保全貢献表彰、平成 24 年環境大臣表彰を受賞して
おり、又地元中学生の校外学習にも協力いただいております。

景観の良い村にして行きたいと思います。商工会
女性部の皆様、花壇の整備ごくろうさまです。

商工会女性部が管理する花壇

あの一般質問は今…
平
成
24
年
6
月
定
例
会

12 月 15 日（火）役場庁舎改築議員ヒ
アリング

12 月 18 日（木）「ゆいのわ」竣工式

１月 10 日（日）成人式

2 月 1 日（月）町村議会議員セミナー

2 月 4 日（金）令和 3 年第 1回臨時会

2 月 10 日（水）総務文教委員会

2 月 18 日（木）第 4 回山梨県町村議
会議長会議

2 月 19 日（金）建設厚生常任委員会

2 月 24 日（水）ペーパーレス推進委
員会・議員研修会

3 月 2 日（火）議会運営委員会

3 月 2 日（火）広報常任委員会

3 月 4 日（木）建設厚生常任委員会

3 月 9 日（火）
～ 19 日（金）令和 3 年第 2 回定例会

12 月定例会以降の 

おもな活動
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商
工
会
女
性
部
で
は
国
道

４
１
３
号
と
村
道
池
の
原
線

の
交
差
点
に
あ
る
花
壇
に
、

毎
年
春
と
秋
の
2
回
三
千
株

の
花
の
苗
の
植
え
替
え
を

し
、
環
境
美
化
整
備
を
行
い

令
和
2
年
に
活
動
は
22
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
場
所

は
道
志
の
湯
・
森
の
コ
テ
ー

ジ
の
入
り
口
と
な
り
、
観
光

客
の
目
に
留
ま
り
や
す
い
た

め
、
キ
レ
イ
な
花
で
来
村
し

た
お
客
さ
ん
を
お
も
て
な
し

し
よ
う
と
の
目
的
か
ら
、
平

成
10
年
に
遊
休
地
を
開
墾
・

造
成
し
花
壇
を
作
り
、
平
成

24
年
に
は
活
動
が
評
価
さ
れ

環
境
大
臣
表
彰
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
花
壇
の
先
に
は
道
志

中
学
校
が
あ
り
、同
校
で
は
、

地
域
の
行
事
や
伝
統
芸
能
な

ど
を
学
ぶ
学
習
を
行
っ
て
お

り
、
女
性
部
の
環
境
美
化
活

動
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
い

と
の
要
望
が
あ
り
、
5
年
前

の
平
成
27
年
か
ら
全
校
生
徒

を
交
え
て
の
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

事
前
に
説
明
会
を
開
い
て

花
植
え
に
対
す
る
気
持
ち
、

事
業
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
人

達
の
こ
と
を
、
先
生
と
生
徒

に
説
明
し
、
花
植
え
に
臨
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
年
は
中
学
と
の

共
同
作
業
が
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

休
校
と
な
り
授
業
が
遅
れ
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
と
て

も
残
念
で
し
た
が
商
工
会
青

年
部
と
協
力
し
、
夕
方
ま
で

か
か
り
ま
し
た
が
花
壇
整
備

と
花
植
え
を
や
り
き
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
通
り
か
か
っ
た
数

名
の
中
学
生
が
「
い
つ
も
き

れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回
の

花
植
え
に
は
必
ず
参
加
し
ま

す
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ

と
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
地
域
の
為
何
が
で
き

恒例の中学生との花壇整備風景

道
志
村
商
工
会
女
性
部

山   

口　

か   

お   

る

る
か
？　

か
ら
始
ま
っ
た
事

業
が
こ
の
よ
う
な
形
で
根
付

い
て
く
れ
た
こ
と
に
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

部
長

キ
レ
イ
な
花
で
お
も
て
な
し

団
体
紹
介

活
躍
す
る
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編
集
後
記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

杉
本
　
孝
正

　
副
委
員
長
　 

山
口
　
　
章

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
徹

　
委

員
　 

佐
藤
　
喜
章

　

道
志
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
道
志
川
の

支
流
三
个
瀬
川
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今

年
で
55
年
に
な
り
ま
す
。
始
め
た
当
初
は
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
は
な
く
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
が
中
心
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
次

第
に
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
お
客
様
が
増
え
て

き
て
来
ま
し
た
。

　

私
は
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
、
本
格
的

に
キ
ャ
ン
プ
場
経
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
時
、
接
客
に
対
し
て
未
熟
で
あ
り
ま

し
た
が
お
客
様
か
ら
多
く
を
学
び
、
今
で

は
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
仕
事
の

良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
反
面
環
境
整
備
の
点
で
は
、
ト
イ

レ
は
共
用
、
炊
事
場
も
古
い
も
の
で
し
た

の
で
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
自
分

達
で
作
り
替
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も

コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

の
設
置
、
植
林
な
ど
の
環
境
整
備
等
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
家
族
連
れ
の
お
客
様
か

ら
喜
び
の
声
も
増
え
増
客
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
4
月
か
ら
テ

ン
ト
サ
イ
ト
の
縮
小
、
共
同
ス
ペ
ー
ス
へ

の
消
毒
液
の
設
置
、
除
菌
作
業
の
徹
底
と

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
受
け
継
ぎ
、
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
引
き
継
ぎ
、
私
な
り
に
努
力
し
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
12
月
に
創
刊
さ
れ

た
、「
議
会
だ
よ
り
」
が
本
号
を

以
て
50
号
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
創
刊
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
議
会
だ

よ
り
に
携
わ
っ
て
き
た
歴
代
広
報

委
員
の
皆
さ
ん
が
築
い
て
き
た
歴

史
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
議
会
だ
よ
り
」
発
行

は
、
創
刊
以
来
、
広
報
委
員
に

よ
る
編
集
会
議
を
中
心
と
し
た

手
作
り
の
編
集
で
、
議
会
の
活

動
報
告
や
審
議
内
容
を
正
確
に

お
伝
え
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。
50
号
は
通
過
点
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
村
民
の
皆
様
に

親
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

（
杉
本
孝
正
）

道志の森キャンプサイト

がんばる人紹介
清流と緑に囲まれた都会のオアシス「道志の森キャンプ場」

道志の森キャンプ場

オーナー　池谷   収さん

●道志の森キャンプ場
URL：http://doshinomori.jp
☎ 0554-52-2388


